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　2008 年 4 月 22 日より日本電信電話（株）は米 BayTSP 社と共同で、投稿サイトやブログサイトで使
用された音楽、映像、動画のオリジナルタイトルを特定する実証実験を開始した。同社コミュニケー
ション科学基礎研究所の開発した「ロバストメディア検索技術」を使い、音や映像の特徴数値を抽出し
てあらかじめ登録されたものと照合する。この技術は、編集や加工、音質や画質の劣化など、信号に様々
な変化が加わっていても精度よく元のコンテンツを特定できる。今回の実証実験では、権利者から預
託された音楽や映像に対し、1 日あたり数千件から数万件の規模で照合を行う予定である。
トピックス 3　ロバストなメディア検索技術の実証実験
　日本電信電話株式会社（NTT）は、インターネッ
ト上のコンテンツの音や映像の特徴を照合するこ
とにより、あらかじめ登録された特定の音楽や映
像が含まれるかどうかを高速に検出できる「ロバ
ストメディア検索技術（RMS 技術：Robust Media 
Search）」を開発した 1）。また、同社は米 BayTSP
社 2）注）と共同で、投稿サイトやブログサイトで使用
された音楽、映像、動画のオリジナルタイトルを特
定する実証実験を 2008 年 4 月 22 日より開始した。
　動画投稿サイトやブログサイトが急速に普及し、
コンテンツが豊かになる一方で、著作権侵害の事
例も増加して世界的に問題となっている。また、
急激なコンテンツ量の増加により、人手による確認
作業は不可能になっている。一方、NTT のコミュ
ニケーション科学基礎研究所は、音や映像の短い断
片の中に特定の音や映像が含まれているかを高速
で判定するメディア検索技術の研究を進めており、
今回の実証実験に応用することになった。
　従来のメディア検索技術では、音の波形や映像
の 1 コマを細かなブロックに分割して、ブロック
毎の特徴数値を抽出し、あらかじめ登録されたデ
ータと比較する。しかし、処理データが膨大とな
るうえに、編集や加工された動画を検出できない
という欠点があった。これに対して、上記の RMS
技術は、音や映像において特に特徴的な部分だけ
を選択的に数値化し、さらにその数値の一貫性を
判定することによって、高いロバスト性を実現し
ている。ここで言うロバスト性とは、信号の変化
に影響されにくい性質のことを指す。RMS 技術に
よって、編集や加工、音質や画質の劣化など、信
号に様々な変化が加わっていても精度よく元のコ
ンテンツを特定できる。また、特徴的な部分の配
置が似ている動画を探し出すことができるため、
映画館などで盗撮された動画も探し出すことがで
きる。特徴データのサイズを圧縮する時間整合性
フィルタ技術も今回新たに開発された。これによ
り、ロバスト性を失うことなく、大容量での照合
処理を高速で行うことにも成功している。
　今回の実証実験は、「ロバストメディア検索プラ
ットフォーム」（図表右側）と「コンテンツ認識プ
ラットホーム」（図表左側）を結合して行う。まず、
BayTSP 社が権利者から預託された音楽や映像の
コンテンツから、NTT のコミュニケーション科学
基礎研究所が RMS 技術により特徴データを抽出
し、これをデータベースに格納する。次に、任意の
投稿サイトやブログサイトから音楽や映像を収集し
て、特徴データに変換してデータベースとの照合を
行い、その結果の統計や分析を行う。これを、1 日
あたり数千件から数万件の規模で行う予定である。
ロバストメディア検索 (RMS) 技術の実証実験
出典：参考文献 1）
注：BayTSP 社は、インターネット上の著作権侵害
調査を行う企業で、米国の大手メディア企業や主要
な映画制作会社を顧客としている。
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